
［成果情報名］２００７年の山形県におけるコイヘルペスウィルス病の発生状況 

［要 約］山形県において発生から４年目となったコイヘルペスウィルス病は、７～１０月まで

の間に１２件確認され、発生件数は前年の４倍となった。発生期間は前年より１ヶ月長く、発生場

所は業者、個人池、公園であった。 
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［背景・ねらい］ 

  コイヘルペスウィルス病の経年的な発生時期や発生場所を調査して、今後の防疫対策や防疫指導

に役立てる。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．２００４年６月４日に本県において初めてコイヘルペスウィルス病（以下 KHVD）が確認されて

から、本年は４年目となった。 

２．KHVD の発生は７月３日から１０月１日までの３ヶ月間みられ、計１２件が確認された。マゴイ

及びニシキゴイであった。発生件数では前年（３件）の４倍となった。これまでの発生件数を年別

に見ると、２００４年―６９件、２００５年―１６件、２００６年―３件となっている。 

３．発生は最上地区７件、村山地区２件、庄内地区３件であった。最上地区では７件中６件が用水路

の水系に沿って発生した。業者は２件、公園の池が２件、個人池が８件であった。業者同士では販

売・購入の経過があった。公園の池はいずれも、これまで発生が見られなかった場所で起こったも

ので、新たに導入したコイもなかったことから、持ち込みによるものと考えられる。 

４．天然の湖沼や河川では発生が見られず、感染耐過魚の増加やコイの持ち込み、持ち出しがない

ことが効果を上げているものと考えられる。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．発生件数はこの２年間減少を続けていたが、一転して増加に転じた。依然として感染源となりう

る感染耐過魚は広く存在すると想定されるので、具合が悪くなったり斃死したコイは速やかに埋却

あるいは焼却処分をするなど、決して川や池に捨てることのないよう、基本的な防疫対策を今後と

も継続していく必要がある。  

 

  

 

 



［具体的なデータ］ 
 
表１ ２００７年の山形県における月別・発生場所別のＫＨＶＤ発生件数 
 6 月 ７ 月 ８ 月 ９ 月 10 月 11 月 計 2006年 2005年 
養殖・加工・釣り堀等業者  ２     ２ １ ４ 
天然湖沼河川や用水路         １ 
公園や学校等の池や堀  １   １  ２ １ １ 
個人池  １ ４ ３   ８ １ １０ 
計  ４ ４ ３ １  １ ２ ３ １６ 
2006年 １ １ １    ３   
2005年 ３ ６ ４ １ ２  １ ６   
注１；２００５年の１６件には再発の１件を含む。 
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